







    
    
    
    
        
            
                
                                        JaDoczz                

            

            	Explore
	Log in
	Create new account


            
                
                    
                        
                        
                    

                

            


        

    
    

    
        

    

    
        
            
        


		







		    	
    		
				





			

		

	
    
		
            
                  Download
            
            
                  Report
            
				No category


		

    


	
		
			
				                    
						
                    

								PDFをダウンロード

            

		

	


	
        
							                    徳島大学病院
医療情報システムごとに分散したデータをシンプルに統合
ぺタバイト級データの最適な保存・活用と医療ICTモデルの革新に貢献
部分最適で個別に構築された
システム環境からの脱却を目指す
基盤にといった具合に、システムのレイヤーご
とに標準的なインフラを用意して、そこへの集
約を図りたいと考えました。こうしてインフラ
約 400 年 の歴 史を有 する夏 祭り「阿波おど
全体を再編し、シンプルにすれば、整理された
り」で 全 国にそ の 名を 知られる徳 島 県・徳 島
運用や保守に向け、バラバラの環境が際限なく
市。この地において、地域医療を支える中核医
乱立するような事態から脱却し、多種多様な情
療機関として活動を続けているのが徳島大学
報システムとの共存・共栄が必須となっている
病 院だ。同病 院では、医 療 機関の第三者評価
大規模医療機関における、より最適な体制・環
機関である( 財 )日本医療機能評価機構から「病
境に一歩ずつ近づけます」と島井氏は語る。
院機能評価 Ver.5」の認定を受けているほか、
ISO9001/ISO15189、プライバシーマークなど
の認定も取得。先進的で高品質な医療サービ
スの提供に力を注いでいる。
■ お客様プロフィール
また、医療業務に IC T をフル活用しているの
機関名：徳島大学病院
も同病院の大きな特長だ。電子カルテシステム
http://www.tokushima-hosp.jp/
や医用画像管理システムをはじめとした各種情
■ 導入事例
報システムや、サーバー仮想化やデスクトップ仮
医療データ統合ストレージを EMC アイシロンで構築
想化、タブレット端末など様々なインフラ整備
■ 課題
を導入・活用し、診療業務の効率化・円滑化に
徳島県の中核医療機関である徳島大学病院では、最適
役立てている。
な医療サービスの実現に先進ICT を活用する取り組み
を推進している。しかし、これまでは各医療情報システ
ムが個別に構築・運用されてきたため、病院全体として
とはいえ、その一方で、新たな課題も生まれ
ていた。病院 情 報センターの副部長を務める
の総合的な視点に立つと、
リソース利用効率の低下や運
島井 健一郎氏は「現在当病院内では、約70 ∼
用管理負荷の増大、新たな医療ニーズへの即応が困難
100 もの業務システムが稼動しています。これ
などの課題が生じていた。
同病院ではこうした点を解消
らは全て、その時々の医療ニーズに合わせて個
すべく、
ICT インフラの抜本的な見直しに着手。その一環
として、画像診断システムなどから出力されるデータの
一元的な保存・管理を実現する、医療データ統合ストレ
別に構築されてきたため、サーバー、ストレー
病院情報センター
副部長・助教
島井 健一郎 氏
ジからアプリケーションに至るまで各システム
ージの構築に取り組むこととなった。
の専用品となっています。このため、病院全体
■ EMC Isilon のメリット
でシステム リソースが効率的に利用されてい
そして、こうした取り組みの一環として新た
徳島大学病院は、以下のような理由から
ない、運 用管 理がどんどん煩 雑化するなどの
に実施されたのが、各種医療データの受け皿と
EMC アイシロンを採用した。
問題が生じていました」と説明する。
なる医療データ統合ストレージの構築である。
®
• 年々加速する医療データの増加にも
島井氏はその狙いを「もともと紙ベースで業務
柔軟に対応できる拡張性
が行われていた時代には、原則として、紙カル
• 画像参照などの診療業務を快適に行える
• データの鮮度や重要性に応じて
最適なリソースでデータ保管が行える
CaseStudy 事例
EMCアイシロンのシンプルさを活かし
テはカルテ庫、レントゲンのフイルムはフイル
医療サービスへの注力を実現
ム 庫に一括保 管されていました。たとえ診 療
院内で稼動するこれらの業務システム群が、
が、その情報の鮮度により、適時、集約され、
高品質な医療サービスの実現に一定の貢献を
適正に管理されていたのです。デジタル化され
果たしてきたことは確かである。しかし病院の
た現在の医療データについても、本来はこれと
医療情報インフラ全体を考えれば、業務ごとに
同じことは実現されていて然るべきで、各シス
サイロ化した環境が増え続けるのは決して望ま
テムが個別にデータを抱えているような状況
しいことではない。
は、どこかで変えていかなくてはなりません」
そこで同病院では、こうした課題を解消すべ
と説明する。
科が異なったとしても、保管庫内に全ての情報
く、IC T 環境の全体最適化に向けた取り組みに
ちょうど院内の PAC S(Pic ture A rchiving
着手。サーバー仮想化基盤や VDI の導入など、
and Communication System：医用画像管理
様 々 な 施 策を展 開していった。「各種の 業 務
システム ) が更新時期を迎えたことを機に、同
サーバーは仮想化基盤に、クライアントは VDI
病院では医療データ統合ストレージの導入作
業を開始。そのためのプロダクトとして採用さ
導入のきっかけとなったのは、先にも触れた
今回導入されたアイシロンがその真価を発
れたのが、EMCのスケールアウトNA S「EMC ア
PAC S 更新であったが、構築が完了し次第、循
揮するのはまだまだこれからが本 番だが、同
イシロン」である。
環器動画管理システムや手術映像管理システ
病院では既に多くの効果を見込んでいるとの
島井氏はアイシロンを選んだポイントを、
「CT
ムのデータも、アイシロンによる医療データ統
こと。島井氏は「運用管理の効率化や最適なリ
やMRIなどの放射線画像診断用のモダリティか
合ストレージに集約予定。ちなみに、前者では
ソース活用はもちろんのこと、より効率的なICT
ら出力される画像データの大容量化が進んで
心臓や脳の血管の状態を診断するための動画
投 資を実現するという面 でもアイシロン導入
いる上に、循環器や内視鏡、超音波、手術部な
データが、後者では補助的な診療録の一部とし
の意義は大きい。オンデマンドでシステムを拡
どで発生する動画データなどの管理も加わり
て扱われ、医学教育にも用いられる手術映像な
張できる環境が整ったことで、5 年先を見越し
つつあります。さらに、医学教育をも担う大学
どが、それぞれ保存・管理される。
て最初から大量のリソースを確保しておくとい
病院では、法的に定められた期間を超えた医
「静止画像もさることながら、動画データは
う、これまでの調達方法を変えていくことがで
療データの長期保管も行います。年々増え続け
特に容量面での要求が厳しい。アイシロンのよ
きます」と語る。
る大容量データを確実に保存・管理するために
うにペタバイト級のデータを余裕で管理できる
さらに、その先に見据えているのは、これか
は、スケールアウトが可能なストレージ製品で
ようなストレージでないと、安心して医療業務
らの地域医療にふさわしい先進 ICTインフラの
あることが大前提でした」と説明する。
に活用することはできません」と島井氏は強調
実現 だ。島 井氏は今 後 の 抱 負を「今回のプロ
製品選定の過程では、他社製オブジェクト ス
する。今回の3システムを皮切りに、今後もさら
ジェクトは単に当病院のためだけの取り組みで
トレージなども候補に上がったが、こちらは構
に多くの医療情報システムがアイシロンに接続
はなく、県内での共同利活用や他地 域の医療
築・運用に工数・人材育成が掛かりすぎる点が
されていく予定だ。
機関にも役立つような新しい医療 ICT モデルの
ネックとなったとのこと。島井氏は「確かに、一
実現も目指しています。サイロ化した業務シス
見アイシロンと同じようなことはできるのです
テムの改修を延々と繰り返していく従来型の手
が、そのためにわざわざ汎用サーバーを集めて
環 境を構築するというのは、当院の医 療 情 報
先進ICTインフラの活用を通して
地域医療へのさらなる貢献を目指す
法では、とても技 術の進歩や社会環境の変化
に即応できない。しかし、データをシステムか
ら切り離してしまえば、より俊敏で柔軟な環境
部門の現在のサービス提供状況から考えると、
非常に敷 居が 高く、我々医 療 情 報部門の担う
同 病 院 で は 、アイシロンのアプリケーショ
ミッションの達成の中で、あまり技術的なとこ
ンについても、積 極 的 な活 用を図っていく考
むことは、IC T 活用に悩む他の地域や医療機関
ろに労力を使うのは、今時点では最優先事項で
えだ。島 井氏は「診 療 部 門ごとのデータ増 加
への貢献にもつながると考えていますので、幅
はありません。その点、医療業界での実績も豊
率やシステムのレスポンスなどの 情 報もしっ
広い業界の知見を持つ EMCの支援にも大いに
富なアイシロンなら、ハードウェア面に気を遣
かり管 理していきたいと考えていますので、
期待しています」と語った。
い過ぎることなく、ストレージとして求められ
『 Insig ht IQ ® 』のような分析ツールが用意さ
るニーズに対して、安定したサービス提供を効
れているのはありがたい。今後さらに多くのシ
率的に実現できると期待しています」と語る。
ステム が アイシロンに接 続されると、開 発 担
が実現できます。我々がこうした取り組みに挑
当ベンダーからも容量割当の要求が寄せられ
るようになりますので、その数値が適正かどう
かを判断する上でも Insig ht I Q の情 報が 役 立
ぺタバイト級の診療録・画像（静止画・動画）
用途に応じて2つのモデルで保管実現
つはず」と語る。また、実際に容量を割り当て
今回のプロジェクトでは、容量とパフォーマ
「Smar tQuotas™」が威力を発揮。医療業務
ンスのバランスに優れた「Isilon X200」6ノー
では極めて重要な診療情報を取り扱うだけに、
ドと、ニアライン ストレージの「Islion NL400」
「SnapshotIQ ™」などのデータ保護機能にも
5ノードを導入。それぞれ120T B 、300T B の実
高い期待が寄せられている。
効容量が確保されている。このように異なる2
種類の製品を導入しているのは、用途や目的に
る段階では、柔軟なクォータ管 理を実現する
システム構成図
よってストレージに求められる要件が異なるか
らだ。
「たとえば C T や MR I の検査を行った直後に
は、頻繁に当該画像を参照しますので高速な
ストレージにデータを置いておく必要がありま
す。しかし、長期保存用のデータについては、
性能よりも容量の大きさやデータ保管コスト
の最適化が重要になってきます。こうした特性
の異なるデータを同一ストレージに格納するの
では効率も悪くなってしまいますから、複数の
モデルが用意されているアイシロンを採用する
メリットは大きいですね。もし将来的に、さら
なるパフォーマンスが求められた場合も、より
高性能な『Sシリーズ』を利用することで対応で
きると考えています」と島井氏は語る。
EMCジャパン株式会社
東京都渋谷区代々木 2-1-1 新宿マインズタワー 〒151-0053
http://japan.emc.com
お問い合わせは http://japan.emc.com/contact/
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